
「コンパクトなまちづくりを考える住民意見交換会」
開催結果概要

開催概要

①市説明【釧路市のコンパクトなまちづくりについて】

①意見交換 「居住誘導区域について」ほか

開催日 会 場 参加者数

５月 ９日（水） コアかがやき １２人

５月１０日（木） 鉄北中央会館 ８人

５月１１日（金） 寿生活館 ２人

５月１５日（火） 生涯学習センター ２１人

５月１６日（水） はまなす会館 ８人

５月１７日（木） 緑ケ岡会館 １８人

５月２２日（火） 桜ケ岡中央会館 １０人

５月２３日（水） 春採下町会館 １０人

５月２４日（木） コア鳥取 １４人

５月２９日（火） 大楽毛生活館 ２４人

５月３０日（水） 新富士生活館 １４人

合 計 １４１人

開催人数及び参加者数



(1)居住誘導区域設定についての意見

・居住誘導区域の内外で行政サービスに差がない、区域外で家を建てられるとのことだが、
コンパクト化するという点から矛盾するのではないか。

・今後、車の運転が出来なくなった時の心配はあるため、それほど歩かなくても
病院や買い物に行けるような環境を作ってもらえるのであれば、引っ越したい。

・誘導を行う上では、住宅政策が非常に重要。
例えば、低層階にスーパーや病院が入居した公営住宅を整備してもらえるなら引っ越したい。

・今後２０年も経つと、市内は空き家だらけになる。急激な人口減少を見込んだ時、心配。

・空き家バンクのような取組を考えるべき。

・ある程度、お金による誘導策がなければ、誘導には応じてくれない。

・居住誘導区域外となる方について、配慮すべき。

(2)計画全般についての意見

・人口減少を前提に物事を考えるのではなく、いかに人口を減らさないかの視点も必要。

・行政サービスについて、例えば、児童数が減少している割に小学校の数が多い。
学校当たりの児童数はとても少なく、効率的ではない。公共施設の効率化も必要。

・誘導施設について、図書館等の文化的施設よりも、金融機関、地域包括支援センター、
市役所支所を含めるべき。

・若い人たちに住みつづけたいと感じさせるようなまちづくりが必要。

「コンパクトなまちづくりを考える住民意見交換会」主な意見①



(3)公共交通についての意見

・通勤通学時間以外の時間帯については、マイクロバス化を検討してはどうか。

・立地適正化計画を推進するためには、拠点間を結ぶ公共交通の整備が大変重要。

・拠点間に加えコミュニティバスやタクシー等、その他交通網についても整備を行うべき。

(4)その他の意見

・少子化対策が釧路市では全然見えてこない。

・少子化問題を考える場合、いかに雇用を増やすかということが重要。

・若い人が学校卒業後も釧路から出ていかない方法をまずは考えなければいけない。

「コンパクトなまちづくりを考える住民意見交換会」主な意見②


